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2014年度経済学部同窓会

出欠確認
のお願い

同封の返信用はがきにより、9月30日（火）必着にて回答ください。
出／欠のご回答とともに、近況（OBOGだより）・住所変更・就職先などお知らせ下さい。

集う会・懇親会　Guide集う会・懇親会　Guide集う会・懇親会　Guide
日 程 平成26年10月12日（日）

午前10時 受付開始

講演会
講師：経済学部長　福田　敦 教授
演題：「優良中小小売業に関する実証研究」
E1- 502 教室 （午前11時10分～午後0時10分まで）

会 場 関東学院大学・金沢八景キャンパス［室の木］
横浜市金沢区六浦東１－５０－１

懇親会
金沢八景キャンパス［室の木］
エテルニテ4階食堂（人間環境学部）
（午後12時20分～午後2時）

会 費 3,000 円（同伴者・学生／ 1,000 円）

金沢八景キャンパス［室の木］
E1- 502 教室 （午前10時30分～）

集う会
（総　会）

六浦こども園

180円

金沢八
景駅か

ら15
分

　

燦
葉
会
の
活
動
が
、
近
年
会
員
数
増

加
と
共
に
卒
業
生
同
志
の
結
び
つ
き
が

希
薄
に
な
っ
た
。そ
の
為
、早
急
に
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
活
動
形
態
へ
切
り
替
え

る
べ
く
、
新
た
に
ク
ラ
ブ
、
ゼ
ミ
、
研

究
室
、
職
域
団
体
等
の
ヨ
コ
組
織
の
Ｏ

Ｂ
会
が
認
定
団
体
と
な
っ
た
。

　

こ
の
方
向
の
も
と
、部
会
毎
か
ら「
広

報
誌
」
を
﹃
さ
ん
よ
う
﹄
へ
一
本
化
、

部
会
、
支
部
以
外
に
、
こ
れ
ま
で
20
団

体
が
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
燦
葉
会
本
部
の
活
動
に
、
基

本
会
費
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
計
画
さ

れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
経
済
学
部
会
で
は

独
自
に
行
っ
て
き
た
活
動
│
会
員
相
互

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
及
び
情
報
伝

達
の
場
と
し
て
会
報
の
発
行
な
ど
、
多

く
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
は
会
員
各
位
か
ら
納

め
て
頂
く
経
済
学
部
部
会
費
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
ま
す
。
こ
の
趣
旨
を
ご
理
解

た
だ
き
、
年
会
費
２
，０
０
０
円
を
納

入
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま

す
。

◆
口
座
名
義

　

関
東
学
院
大
学
燦
葉
会 

経
済
学
部
部
会

 

︹
郵
便
口
座
︺︵
同
封
の
振
込
用
紙
を
使
用
︶

　

横
浜
０
０
２
７
０̶

２̶

３
１
０
７

 

︹
銀
行
口
座
︺

　

り
そ
な
銀
行
磯
子
支
店 

普
通
預
金

　

店
番
号
６
２
９

　

口
座
番
号
１
１
９
８
９
９
６

会
費
納
入
の
お
願
い



▼　

'20
年
夏
季
五
輪
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
東
京
開
催
決
定
、
私
は
Ｔ

Ｖ
前
で
思
わ
ず
ガ
ッ
ツ
ポ
ー
ズ
を

し
た
。
思
え
ば
前
回
'64
年
東
京
五

輪
時
に
は
航
空
自
衛
隊
第
二
航
空

団
司
令
部
訓
練
幕
僚
と
し
て
勤
務
、

聖
火
リ
レ
ー
の
担
当
教
官
を
命
ぜ

ら
れ
、
種
々
色
々
と
喜
び
＆
苦
労

が
メ
モ
リ
ー
さ
れ
ま
す
。
聖
火
は

ギ
リ
シ
ャ
の
国
ア
テ
ネ
よ
り
各
国

を
リ
レ
ー
さ
れ
南
国
鹿
児
島
へ
、
初

の
国
産
Ｙ
Ｓ
─

11
（
レ
シ
プ
ロ
機
）

で
北
海
道
へ
空
輸
、
２
空
団
所
属

Ｆ
86
Ｄ
左
右
２
機
、
Ｙ
Ｓ
─

11
エ
ス

コ
ー
ト
す
る
た
め
津
軽
海
峡
へ
出

発
、
千
歳
基
地
へ
無
事
着
陸
、
千

歳
市
役
所
前
で
聖
火
リ
レ
ー
式
典
、

市
内
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
は
道
立

千
歳
高
校
生
担
当
、
花
を
持
た
せ

た
感
じ
。
恵
庭
市
へ
は
２
空
団
担

当
、
開
会
式
は
第
１
空
団
（
浜
松
）

Ｆ
86
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
東
京
の

空
に
五
輪
マ
ー
ク
を
。
'20
年
に
も

参
加
し
た
い
と
念
じ
て
い
る
。

（
経
２　

遠
藤　

武　

三
谷
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

藤
沢
市
鵠
沼
藤
ヶ
谷
）

▼　

交
流
の
最
初
に
記
載
さ
れ
た

南
波
佐
間
先
輩
の
言
葉
、「
青
雲
寮

時
代
に
覚
え
た
音
楽
が
楽
し
み
で

す
」
全
く
同
感
で
す
。
年
末
に
は

美
浜
区
音
楽
ホ
ー
ル
で
娘
、
義
妹
、

友
人
と
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

（
経
４　

簿　

襄
治　

菅
井
ゼ
ミ　

千
葉
市
美
浜
区
幸
町
）

▼　

'55
年
経
済
学
部
、
'56
年
キ
リ

ス
ト
教
研
究
所
卒
業　

兵
庫
県
、
城

崎
、
姫
路
、
龍
野
各
教
会
牧
師
歴
任
、

'00
年
３
月
牧
師
引
退
、
'06
年
４
月

高
知
市
に
転
居
、
現
在
87
歳
。

（
経
４　

前
田　

豊
実　

基
研　

高

知
市
中
ノ
島
）

▼　

交
流
へ
投
稿
す
る
様
に
な
っ

て
何
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？　

又
、
今
後
何
年
続
け
ら
れ
る
で
し
ょ

う
か
？　

陸
上
競
技
の
審
判
員
は

協
会
か
ら
招
聘
状
が
来
る
限
り
は

続
け
る
つ
も
り
で
す
。
自
身
の
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
吹
き
矢

を
始
め
ま
し
た
。
新
ら
し
い
友
も

出
来
て
益
々
元
気
で
八
十
路
を
過

し
て
い
ま
す
。

（
経
４　

久
保　

雅
之　

細
野
ゼ
ミ

　

神
奈
川
県　

鎌
倉
市
腰
越
）

「けいざい」　第 41 号（別冊）

★2013年12月までの「集う会」の
返信ハガキで寄せられた声。

近況報告です。
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▼　

定
年
退
職
し
て
か
ら
無
職
で

す
。（
経
６　

畑
中　

明　

神
奈
川

県　

三
浦
市
初
声
町
宮
田
）

▼　

ジ
ョ
ン
マ
ン
ク
ラ
ブ
で
英
語

を
教
え
て
い
ま
す
。（
経
６　

丸
山

　

祥
夫　

伊
坂
ゼ
ミ　

神
奈
川
県

　

逗
子
市
桜
山
）

▼　

一
昨
年
に
定
年
を
迎
え
昨
年

よ
り
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
」

に
登
録
し
植
木
職
人
を
や
っ
て
い

ま
す
。（
経
７　

田
村　

享　

本
間

ゼ
ミ　

千
葉
県　

松
戸
市
常
盤
平

団
地
）

▼　

日
本
ア
イ
ビ
ー
エ
ム
を
退
職

し
て
し
ば
ら
く
立
ち
ま
す
が
、
元

気
に
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
７　

望
月　

敬
三　

神
奈
川
県

　

藤
沢
市
鵠
沼
橘
）

▼　

傘
寿
と
な
り
ま
し
た
。
県
央

支
部
幹
事
で
す
。
厚
木
市
上
海
菜

館
に
て
第
33
回
関
東
学
院
県
央
の

つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
集

う
会
に
は
地
元
の
自
治
会
役
員
の

た
め
体
育
祭
が
あ
る
の
で
残
念
な

が
ら
欠
席
致
し
ま
す
。（
経
８　

佐

倉　

英
雄　

神
奈
川
県　

大
和
市

南
林
間
）

▼　

昨
年
同
様
に
御
陰
様
で
趣
味

の
方
も
順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

幹
事
さ
ん
い
つ
も
御
苦
労
さ
ま
で

す
。（
経
８　

丸
山
（
旧
松
林
）　

茂
子　

神
奈
川
県　

逗
子
市
桜
山
）

▼　

ラ
グ
ビ
ー
部
31
季
ぶ
り
に
２

“Globishi” でいこう！
学院長　森島牧人　　

　“Globish” という概念は 1989 年、ジャン＝ボール・ネリエールにより初めて使われた。
　“Globish” は「言語」ではなく「道具」であり、英語を母国語としない者が国際ビジネスから取り残されない為には、
この “Globish” に適応していかなければならないと指摘したのである。今日、世界の人口は約 70 億で、英語人口は 20
億人以上と考えられている。実に 3 − 4 人に 1 人が英語を話しているわけだが、その最大の英語使用圏とはアジアである。
　日本でも、中曽根総理直轄の審議会で「英語教育開始時期について検討する」が答申され、2011 年 4 月には全国の国
公立小学校 5、6 年生で完全実施となった。すでに横浜市では、1 年生から英語に触れる小学生が中学に入学してくるこ
とを視野に入れ、英語教育は「小中の連携」が重要と考えている。
　本学院でも昨今のこの状況に対応するため、「院内英語教育研究会」が有力な講師を招聘して、英語教育に関する活発
な研究会を開催している。第 5 回となった「院内英語コミュニケーションコンテスト」は、その活動から生み出された
ものである。また常任理事会で承認された「英語コミュニケーション力の関東学院実現化プロジェクト」（2010 年 7 月 1
日）も、予測以上の効果を上げている。今後は　この学院英語教育の良さを外部に可視化する必要がある。関東学院は、
宣教師や英語で授業をしていた教師陣の教育努力により、多くの方々から「英語の関東！」と呼ばれて来た。この英語
によるコミュニケーション能力を培われて来た学院の教育的財産を、昨今の状況の中でもう一度獲得したいと願ってい
る。そのためには、学院内の英語教育に携わる教員が切磋琢磨し、学院の英語教育力を時代の要請に沿った仕方でさら
に向上させる学院（大学）英語（外国語）教育センターの設置が必要である。これが、こども園から小・中高・大に至
る院内一貫の英語コミュニケーション教育を模索する中心的な場となるであろう。
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駒
ヶ
岳
千
畳
敷
カ
―
ル
、
万
年
雪

の
谷
川
岳
、
一
ノ
倉
沢
、
天
神
平
、

紅
葉
の
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
、
蔵

王
の
お
釜
、
錦
秋
の
山
寺
等
を
散

策
し
老
い
を
忘
れ
て
楽
し
ん
で
お

り
ま
す
。（
経
10　

岡
崎　

彪
志　

久
保
田
ゼ
ミ　

水
戸
市
千
波
町
）

▼　

現
在
、
燦
葉
会
西
湘
小
田
原

支
部
長
の
職
を
い
た
し
て
い
ま
す
。

支
部
総
会
時
、
増
田
理
事
長
の
講

和
の
中
で
大
学
を
囲
む
状
況
の
キ

ビ
シ
サ
を
聞
き
、
今
後
の
同
窓
会

の
対
大
学
へ
の
取
組
に
も
一
考
を

要
す
る
と
感
じ
ま
し
た
。（
経
11　

萩　

貞
顕　

大
門
ゼ
ミ　

神
奈
川

県　

南
足
柄
市
内
山
）

▼　

今
回
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
が
つ
か
ず
欠
席
と
致
し
ま
す
。

ご
盛
会
を
祈
り
ま
す
。（
経
11　

佐
々
木　

綱
雄　

加
藤
ゼ
ミ　

横

浜
市
港
南
区
港
南
）

▼　
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
」
を
テ
ー

マ
に
全
国
の
商
工
会
議
所
、
観
光

協
会
医
療
福
祉
施
設
等
で
講
演
や

研
修
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
ジ
ャ

パ
ニ
ー
ズ
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
（
お

も
て
な
し
）
を
広
め
る
活
動
を
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
経
13　

佐
田　

宏　

白
山
ゼ
ミ　

横
浜
市
旭
区
川
島
町
）

▼　

ま
す
ま
す
の
ご
盛
会
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
経
13　

設
樂　

勝
彦　

清
水
嘉
ゼ

部
に
降
格
残
念
で
す
。
一
年
で
の

１
部
復
帰
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
経
９　

本
田　

悟
郎　

清
水
ゼ
ミ

　

栃
木
県　

栃
木
市
西
方
町
本
郷
）

▼　

時
間
が
許
す
限
り
大
学
の
公

開
講
座
に
出
席
し
て
い
ま
す
。
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加

し
、
健
康
の
た
め
に
テ
ニ
ス
と
歩

く
事
を
し
て
い
ま
す
。（
経
９　

阿

部　

昭
一　

古
沢
ゼ
ミ　

横
須
賀

市
平
作
）

▼　

集
う
会
、
御
盛
会
を
祈
念
致

し
ま
す
。（
経
10　

中
野　

政
一　

永
島
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎

市
浜
竹
）

▼　

転
勤
で
山
梨
に
来
て
31
年

す
っ
か
り
甲
州
人
に
な
り
ま
し
た
。

第
一
線
を
退
い
て
の
ん
び
り
過
ご

し
て
い
ま
す
。
機
会
を
見
て
、
在

学
当
時
と
全
く
変
っ
た
現
在
の
母

校
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
経
10　

藤
田　

昌
敏　

坂
入
ゼ
ミ

　

甲
府
市
大
里
町
）

▼　

齢
は
な
る
べ
く
考
え
な
い
様

に
し
て
い
ま
す
。
身
体
を
出
来
る

だ
け
動
か
す
日
々
で
心
身
を
鍛
え

て
い
ま
す
、
元
気
で
居
ま
す
。

（
経
10　

中
川　

勉　

坂
入
ゼ
ミ　

さ
い
た
ま
市
浦
和
区
木
崎
）

▼　

ま
だ
現
役
続
行
中
で
す
が
、

敬
老
の
日
の
祝
会
に
出
席
す
る
年

齢
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
休

暇
を
利
用
し
、
高
山
植
物
の
宝
庫
、
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ミ　

兵
庫
県　

姫
路
市
岡
田
）

▼　

古
稀
を
過
ぎ
馬
齢
を
重
ね
る

中
で
他
人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ

う
健
康
に
注
意
し
、
充
実
し
た
時

を
過
ご
そ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

（
経
14　

大
山　

清
吉　

市
川
ゼ
ミ

　

仙
台
市
泉
区
寺
岡
）

▼　

連
日
御
苦
労
様
で
す
。
大
変

良
い
企
画
感
謝
で
す
。
頑
張
っ
て

や
り
ま
し
ょ
う
。

（
経
14　

安
松　

勝　

今
泉
ゼ
ミ　

埼
玉
県　

白
岡
市
白
岡
）

▼　

相
変
わ
ら
ず
忙
し
い
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
。
体
力
、
気
力
の

衰
え
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

（
経
14　

内
田　

浩
一　

久
保
田
ゼ

ミ　

東
京
都　

小
金
井
市
貫
井
北

町
）

▼　

毎
日
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
一
万
歩

を
目
標
に
逗
子
、
葉
山
の
周
辺
を

散
策
し
て
い
ま
す
。

（
経
15　

石
渡　

知
義　

松
本
ゼ
ミ

　

横
須
賀
市
浦
郷
町
）

▼　

変
化
の
無
い
日
常
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。
不
安
定
な
世
情
、
不

安
定
な
地
殻
、
不
安
定
な
宇
宙
を

心
配
し
な
が
ら
。（
経
15　

鈴
木（
旧

望
月
）　

恭
子　

山
田
ゼ
ミ　

東
京

都　

八
王
子
市
椚
田
町
）

▼　

停
年
退
職
し
て
か
ら
早
10
年
、

71
歳
の
誕
生
日
も
間
近
で
す
。
体

調
は
薬
を
飲
み
な
が
ら
何
と
か
維

持
し
て
い
ま
す
。
前
は
グ
ラ
ン
ド

神谷量平氏の遺されたもの
　神谷量平氏は本年 1 月 23 日に 99 歳の生涯を終えて召天された。
　氏は高等商業部を 1936 年卒業され、戦後、劇作家、歌人として多くの作品を残され、また、
平和運動や核兵器廃絶の運動に長くかかわってこられた。
　氏の活動は多方面にわたり、演劇では、劇団「東京芸術座」で氏の作品『京浜の虹』、『禁
じられた人』等が上演され、住井すゑの『橋のない川』等の脚本を担当した。また、映画関
係では、家城巳代治監督の『ともしび』や渡辺邦雄監督の『チャッカリ夫人とウッカリ夫人』
等の脚本を担当した。山岳関係での論文も多く『岳人』に『小暮理太郎論の試み』等を連載
している。
　1983 年にキリスト教と社会のあるべき姿を模索し、キリスト教社会主義研究会を立ち上げ、
機関紙『山麓通信』を 100 号まで発刊した。学院関係者の執筆も多く、富田富士雄（元学院長）、
多田貞三（元教授）、相川高秋（元大学長）等が寄稿している。
　1993 年から京浜文学会の代表として『京浜文学』及び『会報』を発行し、氏も多方面の分野にわたり執筆しており、戦前学
院で平和運動をして学生が検挙された事件を『関東学院事件の顛末』と題して連載中であった。
　反戦平和のため、「核兵器をなくし軍縮を進める中原区民の会」の代表を務めておられた。
　昨年 8 月 28 日のＮＨＫの番組「おはよう日本」で「98 歳時代を越えたメッセージ」として、氏の活動が放映された。氏
の作品『村雨橋』と『女の戦い』が相次いで昨年公演された。この作品は戦争の悲惨さが風化されている今、日中戦争に従
軍し、戦争の不条理を体験した者として戦争を繰り返してはならないとの氏のメッセージが伝えられていると紹介された。
　氏は 99 歳の生涯は最後まで現役を貫かれた素晴らしい先輩であった。　　　　　　　　　── 寄稿　三浦啓治 ──

※  寄稿者は、大学神学部を卒業、大学院神学研究科修士課程を了えられ、前・学院史資料室主幹。　
※  写真は神谷氏 88 歳、ご自宅にて 2002-12-17・遺影の提供は、関東学院学院史資料室。
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さ
い
た
ま
市
中
央
区
下
落
合
）

▼　

飲
食
業
に
携
わ
り
37
年
に
な

り
ま
す
。
そ
ろ
そ
ろ
引
退
と
思
い

つ
つ
働
い
て
い
ま
す
。
趣
味
の
魚

つ
り
も
続
け
て
い
ま
す
。
会
報
い

つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
経
17　

田
名
瀬　

闘
介　

原
ゼ
ミ

　

静
岡
県　

御
殿
場
市
新
橋
）

▼　

野
球
部
県
交
流
戦
初
代
王
者

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
季

リ
ー
グ
戦
も
が
ん
ば
っ
て
も
ら
い

た
い
で
す
。
ラ
グ
ビ
ー
部
は
残
念

で
し
た
。
今
季
は
が
ん
ば
っ
て
も

ら
っ
て
一
部
に
上
が
っ
て
も
ら
い

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

（
経
17　

宮
坂　

忠
靖　

井
上
ゼ
ミ

　

高
崎
市
鞘
町
）

▼　

懇
親
会
の
御
盛
会
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。
週
４
日
元
気
に

透
析
患
者
様
の
送
迎
ス
タ
ッ
フ
一

員
と
し
て
頑
張
っ
て
働
い
て
居
り

ま
す
。
母
校
の
益
々
の
御
発
展
を

祈
念
し
て
居
り
ま
す
。
ラ
グ
ビ
ー

部
の
復
活
、
駅
伝
の
箱
根
出
場
を

期
待
し
ま
す
。
兵
庫
県
支
部
総
会

へ
は
出
席
し
て
居
り
ま
す
。

（
経
17　

出
原　

義
男　

原
ゼ
ミ　

神
戸
市
西
区
糀
台
）

▼　

定
年
を
迎
え
て
か
ら
早
く
も

３
年
目
、
丹
沢
の
ふ
も
と
で
自
然

を
満
喫
し
て
お
り
ま
す
。「
里
山
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」
に
て
心
地
良

い
汗
を
流
し
て
お
り
ま
す
。
ラ
グ

に
行
く
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
。
横

浜
市
役
所
を
定
年
退
職
、
現
在
は

落
語
を
聴
き
に
出
か
け
た
り
、
犬

の
散
歩
が
中
心
の
の
ん
び
り
し
た

生
活
で
す
。（
経
21　

小
野　

信
男

　

星
野
ゼ
ミ　

横
浜
市
金
沢
区
寺

前
）

▼　

事
務
局
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲

れ
様
で
す
。
毎
日
が
休
日
の
日
を

過
し
て
お
り
ま
す
（
た
ま
に
旅
行

を
す
る
程
度
で
す
）
今
の
と
こ
ろ

元
気
に
過
し
て
お
り
ま
す
。
今
年

10
月
で
65
歳
に
な
り
ま
す
。
皆
様

も
お
元
気
で
お
過
し
く
だ
さ
い
。

（
経
21　

米
倉　

章　

三
重
県　

度

会
郡
大
紀
町
大
内
山
）

▼　

ア
パ
レ
ル
産
業
一
筋
40
年
と

な
り
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
圏
に
て
企

画
、
生
産
、
販
売
を
し
て
お
り
ま
す
。

国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
又
は

ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
よ
り

何
と
か
そ
の
ス
ピ
ー
ド
に
付
い
て

い
っ
て
い
る
次
第
で
す
。
気
力
、

体
力
が
要
求
さ
れ
る
毎
日
で
す
。

（
経
21　

小
林　

敏
幸　

坂
入
ゼ
ミ

　

横
浜
市
青
葉
区
た
ち
ば
な
台
）

▼　

徳
島
県
警
察
官
と
し
て
40
年

勤
務
後
、
第
２
の
人
生
と
し
て
交

番
相
談
員
と
し
て
頑
張
っ
て
お
り

ま
す
。
関
東
学
院
大
学
の
益
々
の

ご
発
展
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
22　

先
山　

幹
雄　

星
野
ゼ
ミ

　

徳
島
県　

名
西
郡
石
井
町
高
原

ま
す
。（
経
20　

山
根　

秀
憲　

横

倉
ゼ
ミ　

東
京
都　

葛
飾
区
新
宿
）

▼　

65
歳
を
迎
え
ま
し
た
が
、
働

け
る
う
ち
は
と
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
管

理
主
任
の
パ
ー
ト
勤
務
を
し
て
お

り
ま
す
。
現
役
時
代
所
属
の
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
の
Ｏ
Ｂ
合
唱
団
に
参
加
し

て
お
り
、
今
回
の
経
済
学
部
同
窓

会
で
演
奏
の
チ
ャ
ン
ス
を
頂
い
て

お
り
光
栄
で
す
。
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

Ｏ
Ｂ
会
も
Ｋ
Ｇ
Ｕ
の
同
窓
会
の
様

な
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
が
、

先
輩
諸
氏
か
ら
は
燦
葉
会
担
当
と

し
て
協
力
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
お

り
、
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

（
経
20　

岡
本　

宣
幸　

一
杉
ゼ
ミ

　

横
浜
市
神
奈
川
区
白
楽
）

▼　

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
旧
友
各
氏
と
お
会
い
出

来
れ
ば
と
楽
し
み
で
す
。

（
経
21　

高
斉　

秀
明　

坂
入
ゼ
ミ

　

神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎
市
十
間
坂
）

▼　

平
成
24
年
６
月
に
岡
三
証
券

（
40
年
在
職
）
を
定
年
退
職
し
ま
し

た
。
後
輩
の
人
事
採
用
面
接
も
行

な
っ
て
き
ま
し
た
。
呆
け
予
防
の

今
日
行
く
（
教
育
）、今
日
用
（
教
養
）

に
努
め
て
い
ま
す
。（
経
21　

早
川

　

浩
二　

一
杉
ゼ
ミ　

横
浜
市
緑

区
白
山
）

▼　

近
く
に
住
ん
で
お
り
ま
す
が
、

公
開
講
座
に
時
に
参
加
程
度
で
他

ビ
ー
部
の
一
部
復
帰
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
ご
盛
会
を
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。（
経
17　

拝
嵜　

義
宏　

山
田
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

秦
野
市

名
古
木
）

▼　

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
と
し
て
大

変
心
配
し
て
い
ま
す
。
春
口
先
生

体
調
に
気
を
付
け
部
の
再
興
を
お

願
い
し
ま
す
。
Ｏ
Ｂ
も
釜
利
谷
グ

ラ
ン
ド
に
顔
を
出
し
ま
す
し
、
汗

も
声
も
金
も
出
す
つ
も
り
で
す
。

頑
張
っ
て
下
さ
い
。（
経
18　

南
原

　

成
一　

富
山
ゼ
ミ　

東
京
都　

板
橋
区
弥
生
町
）

▼　

61
歳
の
年
度
末
迄
で
約
40
年

間
主
に
販
売
業
関
連
に
か
か
わ
っ

て
き
て
定
年
し
５
年
以
上
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
今
は
、
ジ
ム
、
ゴ

ル
フ
、
旅
行
を
し
て
家
事
、
孫
と

の
遊
び
等
で
毎
日
行
動
的
に
暮
し

て
い
ま
す
。
最
近
は
学
生
時
代
の

事
が
な
つ
か
し
く
思
わ
れ
ま
す
。

（
経
18　

藤
井　

和
彦　

篠
原
ゼ
ミ

　

横
須
賀
市
根
岸
町
）

▼　

孫
も
３
人
目
、
来
年
２
月
に

て
ザ
・
エ
ン
ド
で
す
。
43
年
間
の

お
勤
め
御
苦
労
様
？　

ま
だ
ま
だ

仕
事
し
た
い
再
就
職
を
と
考
え
て

い
ま
す
。（
経
20　

上
田　

芳
正　

大
須
賀
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

茅
ヶ

崎
市
堤
）

▼　

年
金
受
給
年
令
に
到
達
し
ま

し
た
が
、
ま
だ
元
気
に
勤
め
て
い

ゴ
ル
フ
を
や
っ
て
い
ま
し
た
が
ど

う
も
物
足
り
な
く
て
も
っ
と
活
動

的
な
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
く
て
、
今

は
週
一
回
二
時
間
の
卓
球
同
好
会

に
参
加
し
て
汗
を
か
い
て
い
ま
す
。

（
経
15　

高
野　

英
久　

市
川
ゼ
ミ

　

岩
手
県　

奥
州
市
水
沢
区
西
上

野
町
）

▼　

元
気
な
日
々
を
送
っ
て
お
り

ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
Ｏ
Ｂ
と

し
て
昔
の
栄
光
を
! !　

Ｏ
Ｂ
会
の

再
興
を
望
み
ま
す
。

（
経
16　

棚
橋　

勝
美　

伊
坂
ゼ
ミ

　

横
浜
市
旭
区
中
白
根
）

▼　

67
歳
ま
で
仕
事
を
離
れ
て
家

に
い
ま
す
。
学
校
へ
は
も
う
何
十

年
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
報
道
で

学
校
の
名
前
を
聞
い
た
り
見
た
り

し
た
時
は
気
に
と
め
て
い
ま
す
。

野
球
部
、ラ
グ
ビ
ー
部
、陸
上
部
（
箱

根
駅
伝
出
場
）
の
活
躍
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。（
経
16　

池
田　

武　

清
水
忠
ゼ
ミ　

横
浜
市
南
区

永
田
北
）

▼　

定
年
後
、
第
２
の
人
生
と
し

て
就
い
て
い
た
仕
事
も
定
年
を
こ

の
11
月
に
迎
え
ま
す
。
以
降
は
、

多
分
地
元
自
治
会
の
活
動
に
追
わ

れ
る
事
と
成
り
そ
う
で
す
。
定
年

後
、
予
定
の
無
い
諸
兄
に
も
是
非

自
治
会
に
顔
を
出
し
て
頂
く
様
お

薦
め
し
ま
す
（
ボ
ケ
防
止
に
）

（
経
16　

奥
田　

洋
一　

高
野
ゼ
ミ

− 4 −
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ん
に
な
り
ま
し
た
。

（
経
24　

村
上　

雅
晴　

横
倉
ゼ
ミ

　

横
浜
市
戸
塚
区
上
倉
田
町
）

▼　

お
疲
れ
様
で
す
。
12
年
８
月

ブ
リ
ジ
ス
ト
ン
ス
ポ
ー
ツ
（
株
）

定
年
退
職
致
し
ま
し
た
。

（
経
27　

坂
田　

哉
郎　

久
保
ゼ
ミ

　

神
奈
川
県　

藤
沢
市
長
後
）

▼　

不
も
な
く
可
も
な
く
、
父
は

肺
ガ
ン
、
母
は
ア
ル
ツ
。
こ
れ
が

現
状
で
す
。 “
人
に
な
れ
奉
仕
せ
よ
”

の
心
。
大
学
の
繁
栄
祈
り
ま
す
。

（
経
29　

横
澤　

一
博　

赤
堀
ゼ
ミ

　

岩
手
県　

紫
波
群
紫
波
町
二
日

町
字
南
七
久
保
）

▼　

60
歳
を
近
く
に
控
え
ま
わ
り

は
定
年
を
考
え
ま
す
。
10
年
前
に

自
営
に
な
り
ま
し
た
。
定
年
が
な

い
の
で
ゆ
っ
く
り
こ
れ
か
ら
頑
張

り
ま
す
。
大
学
へ
も
行
き
た
い
で

す
。
吹
奏
楽
部
は
ど
う
な
っ
た
で

し
ょ
う
？

（
経
29　

森　

敬
人　

清
水
忠
ゼ
ミ

　

東
京
都　

練
馬
区
大
泉
学
園
町
）

▼　

月
１
回
病
院
へ
行
っ
て
い
ま

す
。
プ
ー
ル
へ
行
っ
て
歩
い
た
り

泳
い
だ
り
し
て
い
ま
す
。
散
歩
に

時
々
出
掛
け
ま
す
。（
経
30　

儀
同

　

俊
次　

横
須
賀
市
富
士
見
町
）

▼　

地
元
の
信
用
金
庫
で
渉
外
活

動
の
毎
日
で
す
。
初
め
て
小
田
原

支
部
の
総
会
に
出
席
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
大
変
参
考
に
な
る

字
西
高
原
）

▼　

物
流
会
社
の
役
員
と
し
て

日
々
東
京
に
て
勤
務
し
て
お
り
ま

す
。
貿
易
に
お
け
る
輸
出
入
業
務

一
筋
で
来
ま
し
た
。
仕
事
以
外
で

の
付
き
合
い
も
あ
ま
り
な
く
第
２

の
人
生
を
思
案
し
て
お
り
ま
す
。

（
経
23　

長
島　

潤
一　

横
浜
市
金

沢
区
大
道
）

▼　

来
春
３
月
に
定
年
を
迎
え
る

事
も
あ
り
久
し
ぶ
り
に
妻
と
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
旅
行
を
楽
し

ん
で
き
ま
し
た
。
美
し
い
街
並
、

異
国
の
文
化
お
い
し
い
料
理
を
堪

能
し
、
30
余
年
の
地
方
を
含
め
た

勤
務
を
無
事
終
え
る
事
を
今
感
謝

し
て
い
ま
す
。
今
年
初
孫
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
遅
く
な
り
ま
し
た
が

60
歳
に
し
て
や
っ
と
お
じ
い
ち
ゃ

− 5 −

下
宮
田
）

▼　

13
年
４
月
か
ら
仕
事
が
変
わ

り
省
庁
に
務
め
て
お
り
ま
す
。

（
経
54　

杉
本　

良
平　

畑
中
ゼ
ミ

　

東
京
都　

品
川
区
南
品
川
）

▼　

現
在
無
職
、
浪
人
中
で
す
。

（
経
55　

江
藤　

駿
介　

宮
本
ゼ
ミ

　

大
分
市
皆
春
）

▼　

消
防
設
備
業
に
必
要
な
資
格

を
習
得
す
る
た
め
現
在
勉
強
中
で

す
。（
経
62　

天
利　

隼
人　

黒
川

ゼ
ミ　

横
浜
市
鶴
見
区
菅
沢
町
）

▼　

週
５
日
の
勤
務
の
傍
ら
、
地

元
の
自
治
会
の
役
員
と
し
て
、
喜

寿
を
迎
え
た
毎
日
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
の
合
唱
団
も
燦
葉
会
の
催
物
に

20
数
名
で
参
加
し
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

（
営
１　

田
中　

秀
幸　

山
田
ゼ
ミ

　

横
浜
市
旭
区
鶴
ヶ
峰
）

▼　

出
席
出
来
ず
、
申
し
訳
け
あ

り
ま
せ
ん
。

（
営
２　

神
野　

芳
雄　

大
須
賀
ゼ

ミ　

横
浜
市
鶴
見
区
生
麦
）

▼　

Ｈ
24
年
12
月
21
日
に
退
職
し
、

現
在
は
自
由
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

地
域
と
大
学
の
関
わ
り
方
を
学
ん

で
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
地
域
の
役

に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宮
本
ゼ
ミ
）

▼　

今
回
の
「
集
う
会
」
は
欠
席

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

（
経
40　

飯
島　

誠　

岩
澤
ゼ
ミ　

横
浜
市
戸
塚
区
汲
沢
町
）

▼　

大
手
総
合
商
社
か
ら
新
会
社

設
立
運
営
の
為
、
出
向
し
て
現
在

業
務
に
専
心
努
力
し
て
お
り
ま
す
。

関
東
学
院
大
学
の
将
来
が
心
配
、

懸
念
さ
れ
ま
す
。
大
学
を
活
性
化

し
て
い
く
意
味
で
も
同
窓
会
組
織

の
強
化
、
ミ
ド
ル
世
代
の
組
織
強

化
が
肝
要
と
思
い
ま
す
。

（
経
43　

山
中　

公
悟　

佐
伯
ゼ
ミ

　

東
京
都　

荒
川
区
南
千
住
）

▼　

Ｔ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ
「
Ｊ
Ｕ
Ｎ
Ｋ
」

「
爆
笑
問
題
の
日
曜
サ
ン
デ
ー
」
の

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。
伊
集
院
光
、

爆
笑
問
題
、
山
里
亮
太
、
お
ぎ
や

は
ぎ
、
バ
ナ
ナ
マ
ン
等
の
ラ
ジ
オ

番
組
を
製
作
に
携
わ
っ
て
お
り
ま

す
。（
経
48　

宮
嵜　

守
史　

東
京

都
葛
飾
区
亀
有
）

▼　

平
成
25
年
４
月
よ
り
関
東
学

院
大
学
情
報
科
学
セ
ン
タ
ー
運
用

課
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。
大
学
卒
業
後
、
母
校

関
東
学
院
で
働
く
と
は
思
い
も
よ

ら
な
い
こ
と
で
し
た
。
学
生
さ
ん

た
ち
の
た
め
に
関
東
学
院
の
た
め

に
一
生
懸
命
働
い
て
い
ま
す
。

（
経
51　

田
中　

美
由
紀　

富
山
ゼ

ミ　

神
奈
川
県　

三
浦
市
初
声
町

お
話
を
伺
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
回
は
都
合
に
よ
り
出
席
で

き
ま
せ
ん
が
、
次
回
は
出
席
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
経
31　

矢
藤　

和
弘　

風
間
ゼ
ミ

　

神
奈
川
県　

小
田
原
市
曽
比
）

▼　

卒
業
し
て
早
く
も
30
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
息
子
も
関
東
学
院
六

浦
高
校
を
卒
業
し
、
無
事
関
東
学

院
大
学
文
学
部
に
入
学
致
し
ま
し

た
。
親
子
二
代
続
く
事
は
嬉
し
い

限
り
で
す
。
今
後
も
関
東
学
院
が

発
展
す
る
事
を
祈
り
ま
す
。

（
経
31　

宮
本　

肇　

小
林
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

鎌
倉
市
七
里
ガ
浜
東
）

▼　

今
回
は
都
合
に
よ
り
出
席
出

来
ま
せ
ん
。（
経
34　

石
渡　

久
徳

　

小
林
ゼ
ミ　

横
浜
市
金
沢
区
六

浦
）

▼　

い
つ
も
さ
ん
よ
う
通
信
を
お

送
り
頂
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。（
経
34　

末
吉　

通
孝

　

島
崎
ゼ
ミ　

神
戸
市
東
灘
区
魚

崎
北
町
）

▼　

３
年
ぶ
り
に
地
元
の
学
校
に

戻
り
、
地
元
の
子
供
達
の
た
め
に

特
別
支
援
教
育
を
中
心
に
は
り

き
っ
て
勤
め
て
い
ま
す
。

（
経
36　

伊
藤　

栄
作　

丹
下
ゼ
ミ

　

新
潟
県　

三
条
市
西
本
成
寺
）

▼　

体
力
維
持
の
た
め
、
会
社
の

仲
間
と
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。（
経
39　

山
本　

浩
司　

　
「
交
流
」
原
稿
は
会
員
皆
様
か

ら
、「
集
う
会
」
返
信
ハ
ガ
キ
で

寄
せ
ら
れ
た
声
を
収
録
し
て
い

ま
す
。
丁
目
、
番
地
、
電
話
番

号
な
ど
は
載
せ
ま
せ
ん
。
次
の

掲
載
は
来
年
二
〇
一
五
年
第
42

号
と
な
り
ま
す
が
、
あ
な
た
の

声
を
遠
慮
な
く
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
郵
便
ハ
ガ
キ
で
も

か
ま
い
ま
せ
ん
。�
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学
部
、
人
間
環
境
学
部
の
分
割
を

聞
き
ま
し
た
。
私
が
所
属
し
た
茶

道
部
の
集
会
が
12
年
11
月
、
13
年

４
月
に
あ
り
な
つ
か
し
い
顔
に
会

い
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
た
。

（
営
５　

黒
田　

譲　

山
崎
ゼ
ミ　

前
橋
市
大
友
町
）

▼　

平
成
24
年
10
月
を
も
っ
て
退

職
し
た
た
め
現
在
は
無
職
で
す
。

（
年
金
生
活
で
す
。）（
営
５　

長
谷

川　

英
昭　

平
塚
市
大
原
）

▼　

昨
年
、
日
産
追
浜
工
場
の
パ
ー

ト
を
止
め
て
か
ら
現
在
、
自
由
な

時
間
を
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
高

校
時
代
の
同
期
の
メ
ン
バ
ー
と
毎

月
一
回
関
内
、
桜
木
町
と
場
所
を

決
め
て
、
飲
み
会
を
開
催
、
年
２

回
の
秘
湯
の
旅
を
計
画
し
、
宝
川

温
泉
、
北
温
泉
等
を
め
ぐ
っ
て
来

ま
し
た
。
現
在
学
部
会
の
幹
事
と

し
て
皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
て

お
り
ま
す
。（
営
５　

真
板　

久
雄

　

滝
沢
ゼ
ミ　

横
浜
市
保
土
ヶ
谷

区
上
菅
田
町
）

▼　

実
兄
の
経
営
す
る
ス
ー
パ
ー

で
働
い
て
い
ま
す
。

（
営
13　

鉾
立　

光
信　

根
本
ゼ
ミ

　

横
浜
市
保
土
ヶ
谷
区
権
太
坂
）

▼　

都
市
銀
行
に
入
行
し
て
25
年
、

２
回
の
合
併
を
経
験
し
、
メ
ガ
バ

ン
ク
に
勤
務
し
て
い
る
自
分
が
い

ま
す
。
現
在
は
、
銀
行
子
会
社
の

経
営
企
画
部
の
部
長
席
を
務
め
て

（
営
２　

後
藤　

允
宏　

山
田
ゼ
ミ

　

埼
玉
県　

坂
戸
市
戸
宮
）

▼　

２
年
前
66
歳
で
停
年
、
嘱
託

に
て
２
年
、
今
年
か
ら
は
顧
問
契

約
に
て
週
３
日
会
社
に
通
勤
し
て

い
ま
す
。

（
営
３　

奥
住　

昌
也　

山
田
ゼ
ミ

　

横
浜
市
南
区
六
ツ
川
）

▼　

今
年
卒
業
45
年　

退
職
し
て

２
年
、
通
院
16
年
68
歳
に
な
り
ま

し
た
。
健
康
が
一
番
で
す
！
燦
葉

会
会
員
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

（
営
３　

脇　

忠
司　

原
ゼ
ミ　

横

浜
市
瀬
谷
区
二
ツ
橋
町
）

▼　

65
歳
で
一
応
定
年
を
し
ま
し

た
が
、
現
在
も
同
じ
所
で
今
ま
で

通
り
働
い
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に

今
後
は
年
令
制
限
は
な
く
自
分
が

や
め
る
と
言
う
ま
で
働
く
事
が
出

来
ま
す
。
目
標
は
85
歳
位
ま
で
？

（
営
５　

赤
井　

久
枝　

山
田
ゼ
ミ

　

横
浜
市
磯
子
区
中
浜
町
）

▼　

'11
年
10
月
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル

を
65
歳
で
定
年
退
職
し
ま
し
た
。

現
在
は
、
あ
り
余
る
自
由
時
間
を

八
千
歩
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
10
ｋ

ｍ
の
サ
イ
ク
ル
、
週
２
回
老
人
セ

ン
タ
ー
で
の
体
操
で
過
ご
し
て
い

ま
す
。
集
ま
り
と
し
て
は
、
関
東

学
院
「
さ
ん
よ
う
会
」
群
馬
支
部

に
出
席
し
、
関
東
学
院
の
近
況
、

法
学
部
の
金
沢
八
景
に
移
転
、
文
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い
ま
す
。
経
営
戦
略
を
立
案
し
、
組

織
や
規
程
、
ま
た
人
事
面
、
シ
ス

テ
ム
面
に
至
る
ま
で
戦
略
に
整
合

さ
せ
る
こ
と
が
、
い
か
に
大
変
な

事
か
日
々
感
じ
て
お
り
ま
す
。

（
営
23　

山
崎　

雅
志　

森
崎
ゼ
ミ

　

横
浜
市
港
北
区
樽
町
）

▼　

昨
年
よ
り
変
わ
ら
ず
嘱
託
職

員
と
し
て
事
務
の
仕
事
を
し
て
い

ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
が
設
立

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
何
か
お
手

伝
い
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
と
思

い
ま
す
。（
営
28　

松
井
（
旧
渡
辺
）

　

幸
恵　

中
川
ゼ
ミ　

横
浜
市
栄

区
公
田
町
）

▼　

転
職
（
独
立
開
業
）
致
し
ま

し
た
。（
営
30　

金
子　

俊
浩　

宮

本
ゼ
ミ　

山
口
県　

山
口
市
穂
積

町
）

▼　

母
で
す
。
娘
は
結
婚
を
し
、
現

在
大
阪
在
住
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

（
営
42　

高
井
（
旧
田
嶋
）　

美
樹

　

大
阪
府　

豊
中
市
上
野
東
）

▼　

入
社
半
年
に
な
り
、
順
調
に

仕
事
を
継
続
中
。（
営
48　

田
代　

宗
一
郎　

渡
辺
ゼ
ミ　

静
岡
県　

三
島
市
東
町
）

▼　

昨
今
は
一
人
で
介
護
施
設
に

入
所
し
午
前
中
の
み
動
い
て
い
ま

す
。
６
月
10
日
で
93
歳
に
な
り
ま

し
た
。
高
等
部
の
時
は
家
か
ら
送

金
も
な
く
事
務
室
の
隣
り
に
あ
っ

た
小
部
屋
の
生
活
で
し
た
。
食
事

は
坂
の
下
の
学
園
向
の
食
事
を
い

た
だ
き
一
ヶ
年
苦
労
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
が
最
大
の
「
糧
」
と
な
り
、
予

備
士
官
、
終
戦
後
故
郷
で
税
務
署

及
び
税
理
士
と
し
て
働
き
ま
し
た
。

「
人
生
は
美
し
く
楽
し
い
も
の
」
と

一
日
を
す
ご
し
て
い
ま
す
。

（
高
商
14　

山
口　

一
郎　

相
原
ゼ

ミ　

福
島
県
喜
多
方
市
字
花
園
）

▼　

二
月
妻
が
入
院
し
た
為
、
勝

手
申
し
上
げ
す
み
ま
せ
ん
が
集
う

会
、
欠
席
さ
せ
て
い
た
だ
き
度
く

お
願
い
致
し
ま
す
。
会
の
ご
盛
会

を
お
祈
り
し
ま
す
。（
経
専
１　

市

村　

智　

神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎
市

東
海
岸
北
）

▼　

兵
隊
か
ら
復
員
し
て
昭
和
22

年
に
経
専
２
回
生
と
し
て
入
学
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
に
ア
ル
バ

イ
ト
に
入
り
日
本
育
英
会
が
出
来

て
学
校
に
出
ら
れ
同
年
兵
だ
っ
た

北
見
君
と
二
人
で
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
を
作

り
ま
し
た
。
卒
業
の
年
就
職
し
ま

し
た
が
、
旧
制
大
学
最
後
の
入
試

が
あ
り
、
中
央
大
学
へ
入
り
ま
し

た
。
こ
の
年
は
昼
間
、
夜
間
の
区

別
な
く
夜
学
に
通
い
、
昼
間
の
授

業
を
受
け
ら
れ
る
時
は
…
（
略
）
大

学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
が
関
東
学
院
時
代

東
山
荘
で
全
国
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
一
緒

に
な
っ
た
人
達
と
も
復
交
し
今
も

中
央
大
学
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
ク
リ
ス

マ
ス
に
は
出
て
い
ま
す
。
90
歳
で

最
長
老
で
す
。（
石
井
晴
美
先
生
に

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
で
結
婚
式
を
し
ま

し
た
時
、
司
式
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。）
足
が
歩
き
辛
く
な
り
ま
し
た

が
、
車
を
運
転
し
て
出
か
け
て
い

ま
す
。
来
年
免
許
更
新
の
年
と
な

り
ま
す
が
、
更
新
を
願
っ
て
頑
張

る
つ
も
り
で
す
。
昨
年
ま
で
同
窓

会
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
出
来
な
く
な
り
ま
し
た
。
永
い

歴
史
も
楽
し
い
も
の
で
す
。（
経
専

２　

久
田　

龍
夫　

千
葉
県
松
戸

市
六
高
台
）

▼　

'92
年
７
月
に
シ
テ
ィ
バ
ン
ク

東
京
支
店
を
退
職
（
42
年
勤
務
）
後
、

現
在
は
年
金
暮
ら
し
で
す
。
全
日

本
写
真
連
盟
の
顧
問
と
し
て
写
真

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。（
経
専
３　

宮
川　

忠
久　

神
奈
川
県
平
塚
市

諏
訪
町
）

経　

済　

第　

Ⅱ　

部

▼　

定
年
を
迎
え
、
千
葉
県
に
住

ん
で
お
り
ま
す
。

（
Ⅱ
経
７　

小
津　

康
敬　

赤
堀
ゼ

ミ　

千
葉
県　

佐
倉
市
山
王
）

▼　

毎
回
集
う
会
に
出
席
し
て
い

ま
す
。
関
東
の
生
涯
学
習
に
も
引

続
き
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。



元
気
で
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
お

か
げ
様
で
81
歳
を
迎
え
ま
し
た
。
余

生
と
い
う
言
葉
が
身
に
し
み
る
様

に
な
り
ま
し
た
。
今
後
共
、
学
校

の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ⅱ
経
９　

山
本　

長
生　

横
浜
市

金
沢
区
西
柴
）

▼　

会
社
の
メ
ー
ン
は
、
情
報
Ｃ

Ｐ
で
す
が
そ
の
中
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
事
業

部
が
あ
り
新
潟
本
社
３
名
東
京
３

名
在
職
で
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
製
造
販
売

を
し
て
お
り
ま
す
。
Ｌ
Ｅ
Ｄ
導
入
、

検
討
を
さ
れ
て
い
る
会
社
等
よ
け

れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

（
Ⅱ
経
10　

山
本　

芳
也　

浅
井
ゼ

ミ　

新
潟
市
東
区
逢
谷
内
）

▼　

東
京
電
力
を
解
雇
さ
れ
、
や
っ

と
新
し
い
職
に
つ
く
事
が
出
来
て

ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

（
Ⅱ
経
13　

高
山　

馨　

清
水
ゼ
ミ

　

長
野
県　

安
曇
野
市
堀
金
烏
川
）

▼　
「
集
う
会
」
の
盛
会
を
お
祈
り

致
し
ま
す
。

（
Ⅱ
経
13　

新
栄　

久
美
子　

逗
子

市
久
木
）

▼　

病
気
も
せ
ず
、
仕
事
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
。（
勤
続
31
年
目
）

（
Ⅱ
経
13　

寺
下　

保
典　

大
野
ゼ

ミ　

鹿
児
島
県　

阿
久
根
市
波
留
）

▼　

関
東
学
院
の
益
々
の
発
展
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
Ⅱ
経
14　

多
田　

康
昭　

大
分
県

　

津
久
見
市
門
前
町
）

▼　

特
に
変
わ
り
ま
せ
ん
。

（
Ⅱ
経
14　

藤
中　

智　

出
水
ゼ
ミ

　

さ
い
た
ま
市
桜
区
町
谷
）

▼　

地
域
自
治
会
の
会
計
を
拝
命

し
て
い
ま
す
。
任
意
団
体
の
会
計

職
の
仕
事
に
大
学
の
講
義
が
ど
う

役
立
っ
て
い
る
か
は
ま
だ
分
り
ま

せ
ん
。
し
か
し
'79
年
４
月
に
経
済

学
部
に
入
学
し
て
最
初
の
講
義
の

「
簿
記
原
理
」
で
習
っ
た
「
複
式
簿

記
」
の
仕
組
み
は
、
の
ち
に
社
会

の
二
面
性
を
知
る
事
に
確
か
に
役

立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、

専
門
教
育
科
目
「
簿
記
原
理
」
の

担
当
講
師
は
、
当
時
専
任
講
師
の

大
野
功
一
先
生
で
し
た
。

（
Ⅱ
経
15　

角
田　

博
敬　

神
奈
川

県　

三
浦
郡
葉
山
町
堀
内
）

▼　

関
東
学
院
大
学
を
卒
業
し
て

か
ら
長
い
年
月
が
過
ぎ
、
僕
は
49

歳
に
な
り
ま
し
た
。
人
生
の
後
半

も
前
を
向
い
て
一
歩
一
歩
進
ん
で

行
き
た
い
で
す
。
自
分
の
人
生
を

良
い
も
の
に
す
る
為
の
努
力
を
今

後
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。
あ

り
が
と
う
関
東
学
院
。

（
Ⅱ
経
19　

伊
東　

秀
顕　

鈴
木
ゼ

ミ　

横
浜
市
中
区
上
野
町
）

▼　

原
発
事
故
か
ら
３
年
経
過
し

た
現
在
も
放
射
線
の
放
出
が
続
い

て
い
ま
す
。
安
全
な
福
島
は
い
つ

に
な
っ
た
ら
、
帰
っ
て
く
る
の
で

し
ょ
う
か
？
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大
学
を
卒
業
後
、
落
ち
つ
き
ま
し

た
ら
会
報
の
お
届
け
や
、
さ
ま
ざ
ま

な
ご
連
絡
の
た
め
、
転
居
先
、
就
職

先
は
必
ず
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

☆
同
封
の
返
信
葉
書
に
て

☆
事
務
局
へ
の
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

☆
燦
葉
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
名
簿

変
更
届
け
欄
で

事
務
局
の
住
所
は

〒
２
３
６-

８
５
０
１ 

横
浜
市
金
沢
区
六
浦
東
一-

五
〇-

一

電　

話 

０
４
５
（
７
８
４
）
０
３
１
０
（
代
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
５
（
７
８
４
）０
３
５
８

Ｈ
Ｐ http://w

w
w

.kgu-sanyohkai.gr.jp

転
居
先
を
お
知
ら
せ
下
さ
い

（
Ⅱ
経
21　

小
澤　

光
治　

滝
沢
ゼ

ミ　

東
京
都　

荒
川
区
西
尾
久
）

▼　

毎
年
、
御
案
内
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
Ⅱ
経
23　

久
保
田　

智　

池
内
ゼ

ミ　

横
須
賀
市
上
町
）

▼　

懇
親
会
の
途
中
か
ら
の
参
加

に
な
り
ま
す
。
宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

（
Ⅱ
経
29　

小
島　

剛　

矢
嶋
ゼ
ミ

　

さ
い
た
ま
市
桜
区
栄
和
）

▼　

現
在
、
足
が
悪
く
て
わ
ず
か

し
か
歩
け
ま
せ
ん
。
皆
様
の
活
躍

と
盛
会
を
祈
っ
て
い
ま
す
。
年
金

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

（
短　

吉
田
聖
諭　

秋
田
県
男
鹿
市

福
川
字
福
川
）

大

 

学

 

院

▼　

当
日
の
欠
席
を
お
許
し
下
さ

い
。
当
日
は
神
奈
川
県
大
学
空
手

道
選
手
権
が
釜
利
谷
キ
ャ
ン
パ
ス

体
育
館
で
あ
り
、
空
手
道
部
部
長

役
員
と
し
て
終
日
対
応
い
た
し
ま

す
の
で
、
残
念
な
が
ら
出
席
出
来

ま
せ
ん
。
当
日
の
ご
盛
会
を
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
院
経
修　

経
19　

矢
嶋　

道
文　

小
林
正
ゼ
ミ　

神
奈
川
県　

三
浦

市
葉
山
町
堀
内
）

▼　

港
湾
職
業
能
力
開
発
短
期
大

学
校
で
、
物
流
・
経
営
管
理
会
計

学
な
ど
の
講
座
を
担
当
し
て
い
ま

す
。
定
年
60
歳
ま
で
あ
と
数
年
で

す
。
何
と
か
こ
れ
ま
で
も
ち
こ
た

え
て
き
た
の
は
私
を
育
て
て
く
れ

た
関
東
学
院
の
教
え
の
賜
と
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。
60
歳
以
降
も
ま

だ
ま
だ
働
く
つ
も
り
で
す
。

（
大
学
院　

小
池　

慎
介　

中
川
ゼ

ミ　

神
奈
川
県　

茅
ヶ
崎
市
東
海

岸
南
）

  

●
関
東
学
院
大
学
経
済
学
部

  　
　

  

部
会
記
念
誌
の
原
稿
募
集

　

`00
年
に
発
行
さ
れ
る
部
会
誌
発
行
に

際
し
て
、
記
事
の
募
集
を
、
Ｏ
Ｇ
・
Ｏ

Ｂ
の
方
々
か
ら
の
投
稿
を
募
集
致
し
ま

す
。

　

表
題
は
自
由
で
、「
関
東
学
院
と
私
」、

六
浦
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
生
生
活
、
恩

師
の
思
い
出
、
青
雲
寮
で
の
思
い
出
、

ク
ラ
ブ
活
動（
体
連
・
文
連
）で
の
活
躍
、

ゼ
ミ
連
で
の
活
動
、
他
大
学
と
の
交
流
、

大
学
祭
で
の
思
い
出
、
等
様
々
な
学
生

生
活
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
れ
ら
の
思
い
出
の
１
ペ
ー
ジ
を
、

是
非
、
部
会
誌
に
投
稿
し
て
い
た
だ
く

様
に
希
望
致
し
ま
す
。

　

二
，〇
〇
〇
字
位
、
二
〇
一
五
年
六
月

三
十
日
迄
に
、
燦
葉
会
事
務
局
「
経
済

学
部
部
会
誌
担
当
」
宛
て
に
お
願
い
致

し
ま
す
。
出
来
れ
ば
、
資
料
と
し
て
新

聞
等
の
切
り
抜
き
、
写
真
、
何
で
も
結

構
で
す
、
添
付
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

（
資
料
等
は
、
後
日
責
任
を
持
っ
て
ご

返
却
い
た
し
ま
す
。）

 

●
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て

　

経
済
学
部
部
会
で
は
、
そ
の
活
動
に

つ
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
設
け
て
、
お

知
ら
せ
し
て
お
り
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ
の
皆
さ
ん
の
周
辺
で
起

こ
っ
た
出
来
事
な
ど
同
窓
の
動
向
を

メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
下
さ
い
。「
ニ
ュ
ー

ス
」
或
い
は
「
活
動
報
告
」
の
欄
で
取

り
上
げ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

E-m
ail : m

tsutitani@
yahoo.co.jp

 

●
経
済
学
部
部
会
の
幹
事
を
募
集
！

　

部
会
の
運
営
に
多
様
な
世
代
の
意
見

の
反
映
を
願
い
、
よ
り
多
く
の
世
代
の

会
員
の
参
加
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
関

心
が
お
あ
り
の
方
、
参
加
を
！
返
信
用

は
が
き
に
そ
の
旨
を
お
書
き
添
え
下
さ

い
。
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毎
年
夏
の
時
期
に
な
る
と
「
さ
ん
よ

う
」の
編
集
作
業
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

発
行
に
向
け
て
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
調
整

は
原
稿
の
収
集
割
り
付
け
等
慣
れ
た
と

は
言
え
大
変
で
す
。

　

あ
る
部
会
で
は
、
20
代
の
幹
事
が
若

年
の
幹
事
候
補
を
募
る
活
動
を
し
て
い

る
と
か
で
、
我
々
経
済
学
部
会
も
幹
事

の
年
代
を
考
え
れ
ば
、
中
間
層
の
幹
事

参
加
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
に

来
て
い
る
。

　

別
冊
の
「
交
流
」
投
稿
者
も
こ
こ
２

～
３
年
常
連
の
メ
ン
バ
ー
が
半
数
を
占

め
、
若
い
人
か
ら
の
投
稿
が
な
か
な
か

集
ま
ら
な
い
の
が
現
状
で
、
内
容
も

介
護
、
自
身
の
健
康
維
持
、
定
年
に
向

け
て
の
こ
れ
か
ら
、
定
年
後
の
生
き
方

等
ほ
ぼ
同
じ
テ
ー
マ
が
多
く
見
う
け
ら

れ
、
又
体
育
部
関
係
へ
の
応
援
（
ラ
グ

ビ
ー
部
・
野
球
部
・
陸
上
部
）
が
多
い
。

返
信
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
が

「
集
う
会
」「
懇
親
会
」
の
締
め
切
り
日

に
合
わ
せ
て
い
る
為
、
情
報
が
約
一
年

前
の
も
の
で
あ
り
最
新
情
報
は
Ｈ
Ｐ
が

あ
り
ま
す
が
、
一
部
の
方
々
は
ま
だ
操

作
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
返
信
ハ
ガ
キ
の
締
め
切

り
日
に
関
係
な
く
さ
ん
よ
う
会
事
務
局

宛
に
近
況
の
報
告
等
御
連
絡
頂
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

　

来
年
は
地
域
に
開
か
れ
た
大
学
と
し

て
10
学
部
で
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
す
ま
す
の
発
展
を
願

う
も
の
で
あ
る
。　
　
　
　
（
真
板 

記
）

出
身
は
神
奈
川
県
厚
木
市

陸
上
競
技
、
空
手
２
段
、

学
生
寮
の
代
表
と
し
て
活
動
も
し
て

き
ま
し
た
。

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
２
０
１
３
か
ら

経
済
学
部
経
済
学
科
３
年　

田
島 

誠
治

学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
起
業

平潟金蘭会 (経済学研究科OBOG会 )のこれまでと今後
　本会の名称「金蘭」は易経に由来し、「親しく固い友人の交わり」の意味とのこと。会報の発刊、研究交流会開催、経
済学部部会総会における会員の講演など本格的な活動が始まったのは 1995 年、阪神大震災の年であった。その年 3 月の
会報『きんらん』に、当時の経済学部部会 小泉裕一会長は、関東大震災後に坂田祐先生の書いた文章「巍然と聳えたあ
の鉄筋コンクリート、日本一などと誇ったそれが、一分間に砕かれてしまった。偉大なる哉自然の力、微なる哉人間の
努力」等を引用しながら阪神大震災に触れ、関西・日本経済の復興に「学術、産業の分野で…奉仕のうちに益々の」活
躍を、と寄せられた。それから 16 年後の東日本大震災に、私達は再び社会システムの脆さを思い知らされた。
　本会事業の軸となるのは、修了生・院生・教員参加により、これまで 14 回を数えた研究交流会である。各回の共通論
題を概観すると、そのキーワードはグローバリゼーション、企業倫理または統治の 2 つである。
　グローバリゼーションをめぐる議論は、世界市場の統合だけでなく、特に中国などの急速な経済成長に伴うアジア地
域の相互依存関係の拡大や、エネルギー資源等をめぐる国際対立などの考察を含んだ。今や G7（8）から G20 へと、体制
も宗教も多様な国々が国際協議に参加する時代を迎え、この概念をめぐる更なる検討と評価が必要になると思われる。
　企業倫理または統治をめぐる議論は、旧来の法令順守も今なお大事な論点であるが、労働環境や自然環境など、広範
なステークホルダーへの配慮が考察の対象となった。
　これらのキーワードは、現在の大学が直面している課題と重なることに気付く。大学は今、グローバル教育とガバナ
ンス強化、更にキャリア教育が求められ、その存在理由の再検討を迫られている。金蘭会は暫らく活動を停止しているが、
足元からの変革に向き合い、今後の活動について、経済学部部会の諸先輩の助言を仰ぎながら検討を進めたい。

（H13 年度博前修了、橋本春彦）

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ

ン
２
０
１
３
で
最
優
秀
賞
を
い
た
だ

き
、
そ
の
プ
ラ
ン
を
ベ
ー
ス
に
関
東
学

院
大
学
発
の
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て

今
年
の
３
月
か
ら
活
動
を
始
め
た
。
現

在
ま
で
関
東
学
院
大
学
で
は
十
数
年
こ

の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
競
う
大
会
を
実

施
し
て
い
る
。
た
だ
現
在
ま
で
実
際
に

起
業
し
た
も
の
は
い
な
い
。
そ
ん
な
こ

と
を
先
輩
方
か
ら
聞
き
、
１
つ
大
き
な

決
断
を
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

　

正
直
関
東
学
院
大
学
へ
す
ご
く
行
き

た
い
わ
け
で
も
な
く
、
た
だ
単
に
特
待

生
制
度
に
つ
ら
れ
て
入
っ
て
き
た
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
。
自
分
の
高
校
で
は
、

国
公
立
や
早
慶
、
Ｍ
Ａ
Ｒ
Ｃ
Ｈ
へ
の
進

学
が
半
数
を
超
え
、
行
け
な
か
っ
た
人

た
ち
は
、
か
な
り
の
劣
等
感
を
抱
い
て

大
学
へ
の
進
学
を
進
む
。

　

入
学
当
初
、
そ
う
い
っ
た
自
分
と
同

じ
劣
等
感
や
悔
し
い
思
い
を
も
っ
た
学

生
は
か
な
り
の
数
が
い
た
。
そ
こ
で
自

分
で
な
に
か
大
学
で
誇
れ
る
も
の
を
つ

く
り
た
い
。
そ
ん
な
思
い
か
ら
自
分
の

大
学
生
活
は
始
ま
っ
た
。
１
、２
年
生

で
は
誰
よ
り
も
学
校
行
事
に
参
加
し
、

ま
ず
知
る
こ
と
、
や
っ
て
み
る
こ
と
に

専
念
し
た
。
そ
こ
で
多
く
の
仲
間
と
出

会
い
関
東
学
院
大
学
の
こ
と
を
大
好
き

な
Ｏ
Ｂ
＆
Ｏ
Ｇ
と
交
流
で
き
た
。

　

そ
の
中
で
一
人
に
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ

ぶ
っ
飛
ん
だ
男
に
出
会
っ
た
。
そ
い
つ

が
現
在
恋
人
以
上
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
ほ
ど
行
動
を
共
に
し
て
い
る
田

中
大
之
で
あ
る
。
ビ
ジ
コ
ン
で
最
優
秀

賞
を
一
緒
に
取
れ
た
の
も
、
株
式
会
社

リ
ッ
ク
ス
横
浜
を
立
て
た
の
も
す
べ
て

田
中
あ
り
き
の
話
で
あ
る
。
こ
い
つ
と

な
ら
、
何
か
生
み
出
せ
る
そ
う
思
え
る

仲
間
に
出
会
え
た
の
も
、
大
会
に
て
腕

試
し
で
き
た
の
も
、
こ
の
関
東
学
院
大

学
で
あ
る
。
入
学
当
初
の
目
標
は
ま
だ

ま
だ
達
成
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
関
東

学
院
大
学
発（
初
）の
学
生
ベ
ン
チ
ャ
ー

と
し
て
こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
行
動
し
て

い
き
た
い
。

　

会
社
の
事
業
自
体
、
正
直
誰
で
も
で

き
て
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

実
際
に
思
い
つ
い
て
も
行
動
に
起
こ
す

者
は
極
め
て
少
な
い
。
自
分
た
ち
が
行

動
を
お
こ
し
、
自
分
た
ち
か
ら
変
わ
っ

て
い
く
こ
と
で
関
東
学
院
大
学
、
そ
し

て
日
本
を
元
気
で
明
る
い
活
気
あ
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
た
め
に
起

業
と
い
う
１
つ
の
決
断
を
し
ま
し
た
。


